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・
・
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論

米
債
基
準
設
定
に
就
い
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・
・
・
・
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経
主
主
人
木
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之
助

視
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伺

岡
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経
費
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韓
嫁
に
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い
て
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経
済
事
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小
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統
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解
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、
批
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、
解
掠
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・
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鶴
湾
血
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土
地
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虎
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漕
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い
て
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・
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・
・
・
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経
済
皐
士
柴
田
敬

耕
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m
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失
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季
節
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愛
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経
由
主
主
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熊
雄
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観
考
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・
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・
・
・
・
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法
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博
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財
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静
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致
事
的
経
済
事
の

論
理
的
構
f丘二
1己

(
下
)

米

田

庄

太

耳E

、，ノ一
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
回
数
皐
的
経
済
準
白
論
理
的
構
造
(
前
競
掲
載
)

/に斗
パ
レ
ト
司
数
愚
的
経
海
事
の
論
理
的
構
造
、
仰
経
潜
皐
論
一
般
、
内
山
経
済
的
均
衡
の
理
論
白
一
般
的
基
礎
.
m
w焚
換
均
衡
の
理
論
、
山
間
生
産

r'a
‘、

均
衡
の
理
論

ノ可J

レ
ト
の
鍛
畢
的
経
漕
皐
の
論
理
的
構
造

パ
レ
ト
は
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
白
弟
子
と
し
て
、
叉
ロ

l
ザ
ヌ
大
撃
に
於
け
る
経
溶
接
教
授
の
彼
の
後
継
者
止
し
て
、
彼

m
致
事
的
経
済
撃
を
正
ツ

ヂ
ウ
オ
1
ス
宇
フ
イ
シ
ヤ

I
宇
其
の
他
回
数
撃
的
経
済
皐
者
の
研
究
を
参
考
し
て
、
大
に
費
展
さ
せ
た
人
で
あ
る
。
そ
う
し
て
忍
は
パ
レ
ト
に
よ

P

て
敏
撃
的
経
瀦
島
T
D
論
壇
的
構
趨
は
、
少
な
〈
も
今
日
ま
で
白
慮
で
最
も
よ
〈
完
成
さ
れ
た
と
考
へ
る
?
で
、
そ
れ
で
木
論
文
(
上
)
に
於
て
先
づ
ヲ

ル
予
の
数
事
的
経
潜
血
干
の
論
理
的
構
造
を
極
簡
車
に
漣
べ
、
そ
う
し
で
夫
れ
に
刷
劃
し
て
起
れ
る
批
評
干
非
難
を
考
慮
し
ワ
ふ
、
叉
他
申
請
家
の
軒
究

を
参
考
し
ヲ
a

晶
、
パ
レ
ト
は
如
何
に
致
事
的
経
済
撃
。
論
理
的
構
造
を
完
成
し
た
か
を
考
究
す
る
止
云
ふ
計
責
を
立
て
L

木
論
文
を
害
者
始
め
、
一
耳

は
ど
パ
レ
ト
の
扱
撃
的
経
務
撃
の
論
理
的
構
越
の
基
礎
を
究
明
す
る
主
旨
で
、
先
づ
ワ
ル
ラ
の
毅
撃
的
経
沸
撃
の
論
理
的
構
遁
白
極
犬
要
を
越
〈
て

置
い
た
白
で
あ
る
が
、
然
る
に
本
論
文
を
本
競
に
於
で
完
結
す
る
鴛
め
に
は
、
右
の
計
重
を
賀
行
す
る
己
と
は
到
底
不
可
能
な
る
を
売
P
、
巴
む
を

得
ず
パ
レ
ト
白
致
事
的
経
海
底
平
の
論
理
的
構
造
に
就
で
も
、
只
某
四
極
大
要
を
並
ぶ
る
だ
け
に
止
め
る
こ
と
に
す
る
。

品
同
ほ
私
は
右
に
述
〈
し
理
由
に
よ
り
て
始
め
に
立
で
た
計
室
を
棄
て
、
口
(
極
簡
単
に
パ
レ
ト
白
敷
撃
的
経
務
事
白
論
理
的
構
造
を
逃
べ
ん
と
ナ

る
の
で
あ
る
か
b
、
千
八
百
九
十
六
年
及
び
七
年
に
公
に
さ
れ
た
の
c
c
z
q
2
3
2
E。
司
O
E
E
占
自
ニ
巻
中
に
統
括
さ
れ
で
居
る
彼
白
第
一
一
朗
自
敷

撃
的
経
済
摩
?
の
論
理
的
構
遁
に
就
て
は
、
只
第
二
期
目
彼
白
血
蚊
撃
的
経
滞
由
宇
白
論
理
的
構
造
の
特
質
を
明
か
に
す
る
鴛
め
に
必
要
な
る
だ
け
、
毎
簡

単
に
遁
ぶ
る
に
止
め
、
主
と
し
て
第
二
期
白
・
主
要
な
る
著
作
冨
E
Eぽ

E
E
B
E
E
-
E
Z
E
B
L
E
E
P
Z
Z品
宮
古
里
丘
E
5
2
E
ω
S
E
r
-

(
5
8
)、
其
の
修
正
墳
縞
せ
る
悌
蘭
周
誇

Z
山口出命日円
2m旨。
-MwrFE--FM4=の
(
第
一
一
肱

5
8
第
二
版
同
盟
国
J
M
F。
号
E
W
E旦
Z
E且回
4
2
0
(
E
Q会よ》

論

叢

教
撃
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
法

第
三
十
一
巻

一
七
五

第
二
競

丸



1命

叢

数
撃
的
経
潜
皐
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

一
七
六

第

盟主

O 

l
b
庄
内
門
官
官
山
富
の
2
E
E
Z
E
P
Z』
耳
切
(
巴
己
・
但
し
此
白
論
文
は
千
九
百
二
年
出
版
岡
山
ヨ
ユ
一
己
注
目
門
戸
2
E
P
P
O
M
E『

E
n
r
2
4
2
2
g岳
民
古
ロ
に

於
け
る
論
文

k
r
D
Z
E百
四
島
何
時
冨
主
宮
E伊

丹
戸

r
p
z同

Z
己
5
5
5
7。
E
E
5
を
全
然
修
正
改
造
せ
る
も
の
で
あ
る
。
)
及
び
↓
E
E
Z
と

き

わ

Z
F間
E

-
一
寝
耳
邑
命
令
由
回
目
)
悌
蘭
西
謬
↓
z
E
L
O
E己
。
-
。
間
町
四
品
忌
E
F
(
M
2
S
等
に
上
り
て
、
彼
の
敷
島
平
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
造
の
最
と
も
完
成
せ

る
も
の
を
簡
単
に
逃
べ
る
こ
と
ふ
す
る
。
詳
し
〈
は
讃
者
自
か
ら
其
等
白
著
作
に
就
て
研
究
さ
れ
た
い
。

(1) 

パ
レ
ト
の
経
滑
皐
論
一
般

在
は
千
八
百
九
十
八
九
年
頃
、

コ
ロ
ム
ピ
ア
大
率
に
於
て
、
ク
ラ

1
ク
敢
授
か
ら
限
界
経
持
率
を
準
ぴ
し
こ
さ

に
よ
り
て
、
数
率
的
経
漕
事
に
劃
す
る
興
味
を
起
し
た
が
、
併
し
在
の
専
攻
皐
科
は
枇
舎
曲
学
で
あ
っ
た
か
ら
、
数

皐
的
経
済
皐
禁
物
よ
り
も
、
寧
ろ
数
事
的
経
隣
早
か
ら
脅
展
ゼ
る
数
率
的
枇
曾
副
学
仁
一
居
多
く
の
興
味
を
起
し

k
o

そ
う
し
て
営
時
数
率
的
経
済
撃
か
ら
出
後
し
て
敷
率
的
赴
舎
率
を
建
設
す
る
矯
め
に
努
力
し
て
居
た
人
々
中
、
特

に
皐
界
の
注
意
を
惹
い
て
居
た
の
は
グ
ィ
品
ヤ
U
Y

ス
キ

1
及
び
バ
V

ト
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
く
て
な
は
特
に
雨
氏

の
著
作
に
親
し
む
に
至
っ
た
の
で
あ
る
o

向
ほ
営
時
在
が
一
吐
曾
皐
を
準
ん
で
居
た
ギ
ッ
デ
イ
シ
グ
ス
数
授
は
、
も

ぜ
」
統
計
的
調
査
に
従
事
し
て
居
た
続
故
か
ら
、
融
曾
準
に
於
て
も
大
に
統
計
的
方
法
を
重
要
視
さ
れ
て
居
た
事
ゃ
、

又
後
枇
曾
墜
を
準
ん
だ
タ

l
y
ド
数
授
は
ク

1
Y
ノ
の
深
大
な
る
影
響
を
受
け
た
人
ざ
し
て
、
本
来
敷
率
的
に
思

惟
す
る
傾
向
を
有
し
て
居
た
事
な
ぞ
は
、
在
を
し
て
盆
々
戴
率
的
枇
舎
皐
に
劃
す
る
興
味
を
強
め
し
め
た
さ
思
ふ
。

併
し
グ
イ
品
ヤ
U
F

ス
キ
ー
の
教
事
的
或
は
カ
皐
的
批
曾
皐
は
あ
ま
り
に
粗
雑
な
前
定
の
上
に
立
て
ら
れ
、
又
あ
ま

L

リ
に
細
工
的
な
慮
が
あ
っ
て
、
彼
の
研
究
が
接
表
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
夫
れ
は
却
て
彼
の
数
率
的
世
曾
準
に
岨
到
す



る
伝
用
ぞ
偏
げ
£
結
果
な
生
じ
た
。
ぞ
う
し
て
其
の
時
分
か
ら
間
も
な
く
公
に
さ
れ
る
さ
云
ふ
噂
が
立
て
ら
れ
て

居
h
y
N
J

レ
ト
の
世
曾
串
は
、
千
九
百
十
六
牛
ま
で
公
に
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
数
準
的
世
舎
皐
に
劃
す
る
私
の
興
味

は
何
附
し
か
務
ら
ぎ
来
ι
リ
、
私
は
専
ら
枇
舎
心
理
準
的
研
究
に
カ
を
注
ぐ
に
至
っ
た
。
併
し
明
治
四
十
年
に
京
都
帝

凶
大
摩
文
皐
部
に
於
て
枇
曾
間
竿
を
講
義
し
始
め
柁
後
も
、
在
は
向
は
全
く
は
敢
準
的
融
合
準
に
謝
す
る
興
味
を
失

な
は
な
か
っ
た
の
で
、
か
く
て
在
の
純
梓
枇
曾
準
の
一
部
分
を
枇
曾
現
象
の
敷
皐
的
理
論
さ
補
し
て
居
化
。
そ
う
し

て
宜
(
の
理
論
の
構
成
に
於
て
大
に
毅
率
的
経
構
事
の
研
究
を
利
用
す
る
積
り
で
あ
っ
た
が
、
還
に
右
の
理
論
を
構

1点;
し
件
予

て〉

品
同
ほ
常
時
我
困
問
、
は
般
準
的
経
務
撃
は
金
〈
無
観
さ
れ
て
居
た
と
思
は
れ
る
の
で
、
共
の
研
究
に
力
を
注
(
絃
晴
川
崎
山
イ

者
間
一
人
も
な
か
っ

f
z
』
は
私
的
大
に
讃
憾
』
し
た
事
?
、
葉
町
明
祉
曾
亭
専
攻
時
事
生
で
あ
り
た
高
阿
槽
士
が

常
時
白
文
庫
干
部
の
堅
生
に
は
稀
れ
な
数
撃
者
で
あ
う
た
か
ら
、
経
済
暴
走
研
究
さ
れ
る
な
ら
ば
、
是
非
飯
事
的
経
糟
撃
の
研
究
に
カ
を
訟
が
れ
ん
こ

と
を
切
望
し
た
。
き
れ
ば
今
宇
高
田
博
士
が
我
同
唯
一
白
致
事
的
経
濁
撃
者
と
し
て
活
動
さ
れ
で
居
る
ζ

と
は
、
私
の
最
と
も
喜
ぶ
庭
で
あ
る
。

然
る
に
大
正
十
一
年
頃
か
ら
神
経
衰
弱
に
悩
ま
さ
れ
‘
思
は
し
く
研
究
の
謹
ま
な
い
に
拘
ら
令
、

私
の
枇
曾
血
中
鰹

系
を
大
成
す
る
矯
め
に
、
先
、
つ
其
の
方
法
論
的
基
礎
付
げ
に
力
を
注
円
、
に
嘗
っ
て
、

殊
に
最
近
に
至
っ
て
、

在
は

枇
舎
科
挙
方
法
論
上
新
た
に
数
皐
的
経
済
拳
の
重
要
を
魔
り
、
再
び
葉
の
研
究
に
興
味
を
抱
く
に
至
っ
た
。
そ
う

し
て
今
や
在
は
バ
レ
ト
の
教
事
的
縄
梼
皐
の
方
法
論
的
根
本
思
想
の
如
き
も
の
に
、
新
し
き
準
問
論
上
か
ら
新
し

き
解
稗
を
下
す
こ
と
に
よ
り
て
、
純
粋
な
る
科
拳
ざ
し
て
の
一
切
の
枇
曾
科
準
の
方
法
論
が
確
立
さ
れ
る
さ
確
信

す
る
に
至
っ
た
の
で
、
衣
に
会
に
せ
ん
さ
す
る
「
敷
準
的
経
梼
皐
方
法
論
的
批
判
L

に
於
て
、
私
は
其
の
事
を
詳
論

せ
ん
ざ
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
に
先
だ
ち
て
、
本
論
文
に
於
て

.ρν

ト
の
数
撃
的
経
梼
拳
の
論
理
的
構
造
を

芭ム
品町]

叢

放
撃
的
経
滞
思
干
の
論
理
的
構
造

第
一
一
一
十
一
巻

一
七
七

第

披



Z曲

叢

数
皐
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

一
七
八

第

f虎

究
明
し
て
、

其
の
方
法
論
的
根
本
思
想
其
物
を
明
か
に
し
て
置
き
化
い
さ
思
ふ
。

今
バ
レ
ト
の
詳
細
な
る
著
作
目
録
営
調
ら
ぺ
て
見
る
さ
、
彼
は
鰹
隣
組
学
及
び
一
祉
曾
聞
宇
の
方
法
論
に
閲
す
る
幾
多

の
論
文
を
後
表
し
て
居
た
守
〕
ご
が
見
出
さ
れ
る
。
併
し
千
八
百
九
十
八
年
以
前
の
彼
の
方
法
論
的
思
想
は
、
同
年
に

-、‘，=，、.，
υ
'
'」
‘
、
4

刀山

l
」

G
ル
凋
寸
J

「

CEd
q
b
n
D
E
E
m
-
5一
一
広
告
同
じ
於
て
綿
括
さ
れ
て
居
る
ご
恩
は
れ
る
。
そ
う
し
て
夫
れ
以
後
の

後
遺
は
冨

Z
E
F
門一
-20戸
。
ョ
一
回
}
〕
。
-
一
色
門
戸
及
び
富
山
口
己
巾
ご
2
2
5
5一巾

2
5
5
5
の
第
一
章
及
び
第
二
章
井
仁

叶

E
Eぢ
長

田

G
2
D
一c
m
u
m巾
=
内
『
丘
町
に
於
て
詳
し
く
論
越
さ
れ
て
居
る
。
但
し
吋

E
E
C
は
締
計
千
六
百
四
十
四

頁
の
大
冊
ニ
懇
の
著
作
で
あ
る
が
、
其
の
大
部
分
は
祉
曾
科
撃
の
方
法
論
(
虞
い
意
味
で
)
を
論
過
す
る
も
の
さ
見

倣
し
得
ら
れ
る
。

却
設
バ
レ
ト
の
鰹
梼
皐
方
法
論
を
考
究
す
る
に
営
っ
て
、
菩
人
の
先
づ
注
意
す
可
き
は
彼
の
科
皐
概
念
で
あ
る
。

そ
う
し
て
夫
れ
は
宮

E
E
r
及
び
夫
れ
以
後
の
著
作
に
於
て
特
に
詳
し
く
論
遇
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、

併
し
(
い
2
5
に
於
て
ち
一
般
的
に
同
様
な
る
も
の
が
、
業
の
基
礎
さ
な
っ
て
居
る
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
で

此
慮
に
先
づ
冨

E
E一
巾
及
び
夫
れ
以
後
の
著
作
に
よ
り
て
、
彼
の
科
皐
概
念
の
異
髄
を
極
筒
軍
じ
遁
ぺ
て
置
く
が
、

本
雑
誌
前
一
抗
長
け
る
本
論

ωの
例
「

Z-ア
の
控
室
主
制
一
般
」
中
に
遁
ぺ
し
如
く
、

Z-ア
は
科
事
の
分
類
は

根
本
的
に
は
其
の
調
象
の
分
類
に
従
ふ
て
立
て
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
さ
一
耳
ふ
見
地
か
ら
、
現
貫
態
或
は
経
験
的

事
賞
を
根
本
的
に
自
然
的
事
買
さ
人
間
的
事
買
さ
に
大
別
し
、
先
づ
自
然
的
事
賓
を
封
象
千
」
す
る
純
梓
な
る
科
準



さ
し
て
自
然
科
鼠
干
の
概
念
を
立
て
る
に
劃
し
て
、
人
間
的
事
貫
を
封
象
さ
す
る
純
粋
な
る
科
事
ざ
し
て
倫
理
科
事

F
3
2
2
B
O
B
-巾
の
概
念
を
立
て
、
居
た
。
そ
う
し
て
彼
れ
若
し
此
の
倫
理
科
挙
の
概
念
を
、
あ
ま
り
に
倫
理

的
な
る
も
の
さ
し
て
狭
義
に
解
せ
や
、
贋
い
意
味
に
て
精
神
的
ぎ
か
文
化
的
ぜ
云
ふ
意
味
に
解
し
作
ん
な
ら
ば
、
人
寸

日
濁
逸
の
率
問
論
に
於
て
重
要
視
さ
れ
る
自
然
科
皐
さ
精
神
科
皐
或
は
文
化
科
率
三
の
封
立
厩
念
を
竣
遣
さ
せ
得

た
で
あ
ら
う
さ
思
は
れ
る
が
、
惜
い
か
な
彼
は
彼
の
始
め
に
立
て
た
純
梓
倫
理
科
畢
の
概
念
を
、
あ
ま
h
に
倫
理

的
に
挟
い
意
味
に
解
し
た
が
匁
め
じ
、
結
局
は
之
を
道
徳
論
}
白

B
G
E
F
J」
同
一
一
鵬
じ
、
か
〈
て
純
粋
な
る
或
は

同
厳
密
な
る
意
味
に
て
一
再
ふ
科
準
ぜ
し
で
は
、
只
自
然
科
準
が
存
立
す
る
の
み
で
あ
ゐ
さ
考
へ
る
に
習
っ
た
。
お
れ

ば
彼
は
純
粋
経
済
学
も
純
粋
科
準
ざ
し
て
は
、
只
自
然
科
皐
さ
し
て
の
み
存
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
ぜ
解
し
、
そ

う
し
て
純
梓
樫
梼
皐
の
封
象
た
る
ち
の
は
人
間
的
事
貫
で
あ
る
が
、
し
か
も
夫
れ
は
本
来
自
然
的
事
賓
の
性
質
を

具
有
す
ゐ
h
の
で
わ
る
が
故
に
、
純
粋
麗
構
事
は
厳
密
な
る
科
皐
即
ち
自
然
科
島

4

・E
し
て
建
設
し
得
ら
れ
る
の
で

ゐ
る
さ
云
ふ
が
如
き
、
迂
廻
的
論
法
に
よ
b
て
純
梓
経
梼
皐
の
純
粋
科
準
性
を
論
謹
せ
ん
ざ
し
た
の
で
ゐ
る
。

然
る
に
.
P
V

卜
は
始
め
か
ら
根
本
的
に
は
、
科
皐
さ
は
綿
て
自
然
科
挙
を
意
味
す
る
も
り
さ
見
る
一
般
の
見
解

に
従
ひ
、
鰹
梼
拳
を
始
め
一
切
の
枇
曾
科
事
は
純
粋
な
る
科
挙
ご
し
て
は
、
営
然
自
然
科
拳
芯
し
て
建
設
さ
る
可

き
も
の
、
又
何
れ
の
枇
曾
科
皐
も
自
然
科
挙
の
性
質
を
具
有
す
る
こ
ず
」
大
な
る
ほ
ざ
、
盆
々
異
質
な
る
科
風
干
の
特

質
を
愛
揮
す
る
も
の
さ
考
へ
、
か
〈
て
鰹
梼
皐
を
も
純
梓
な
る
科
撃
さ
し
て
は
、
自
然
科
墜
さ
し
て
建
設
せ
ん
さ

3命

議

数
率
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
審

七
九

第

f貴
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議

欺
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経
済
事
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論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

一
八

O

第
二
挽

I!!I 

し
た
の
で
あ
る
。
是
れ
は
後
に
「
教
率
的
経
憤
皐
方
法
論
的
批
判
」
に
於
て
詳
し
〈
論
壱
作
ぜ
す
る
如
く
、
在
の
科

事
論
さ
は
大
に
異
な
っ
て
居
る
考
へ
方
で
あ
る
の
で
、
在
は
寧
ろ
ワ
Y

ラ
が
自
然
科
皐
a
f
」
倫
理
科
皐
ぎ
を
劃
立
せ

ん
注
し
た
考
へ
方
(
但
し
さ
き
仁
遁
ぺ
し
如
く
、
彼
は
此
の
考
へ
方
を
徹
底
的
に
稜
展
し
得
な
か
っ
た
)
の
方
が
、
異

買
な
る
科
事
概
念
に
近
い
さ
考
へ
る
の
で
あ
る
。
併
し
バ
V

ト
の
科
皐
論
に
は
、
私
も
承
認
せ
ん
ざ
す
る
幾
多
の

重
要
な
る
見
解
が
見
出
ち
れ
る
。
此
蕗
で
は
只
業
の
一
を
翠
げ
る
に
止
め
る
が
、
今
彼
の
論
や
る
慮
じ
よ
れ
ば
、

寄
人
の
認
識
目
標
は
つ
ま
り
具
鴨
的
現
象
、
或
は
現
費
な
る
事
賞
或
は
現
官
鵡
を
わ
る
が
土
、
に
把
捉
「
る
に
あ

る
が
、
併
し
夫
れ
は
到
底
完
全
仁
は
到
達
し
得
ら
れ
な
い
目
標
に
し
て
、
吾
人
は
只
現
貫
態
に
接
近
す
る
知
識
を

有
し
得
る
だ
け
で
あ
る
。

(
Z巾

}
v
c
g
U
2
0
戸
〈
町
四
目
印
。

-
o
Z
E
n
-
-
5印
門
町
田
戸
N
白

象
の
一
方
面
を
抽
象
し
て
理
論
役
立
て
、
漸
・
次
雄
績
的
に
具
瞳
的
現
象
に
接
近
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
夫
れ
が
即

品目)『
C
M
山
吉
田
仲
田
)
そ
う
し
て
具
睦
的
現

も
科
皐
の
任
務
で
ゐ
る
(
宅
七
3
5
5白
N-c
ロ向山口

2
2
5
)。
随
ふ
て

「
科
事
は
大
な
り
小
な
り
現
賓
態
に
合
致
す

る
さ
云
ふ
こ
さ
以
外
仁
、
異
理
の
標
準
を
有
し
な
い
L
。
「
理
論
は
現
象
を
都
議
し
研
究
す
る
手
段
に
外
な
ら
ぬ
。

一
の
理
論
は
一
の
目
的
を
達
す
る
潟
め
に
可
い
も
の
で
有
り
得
る
が
、
他
の
理
論
は
他
の
目
的
を
達
す
る
矯
め
に

可
い
も
の
で
有
り
得
る
。
併
し
何
れ
じ
し
で
も
理
論
は
事
買
さ
合
致
せ
ね
ば
な
ら
臥
。
是
れ
然
ら
や
は
理
論
は
何

等
の
用
を
も
な
さ
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
」
「
吾
人
は
定
質
的
研
究
か
ら
定
量
的
研
究
に
進
み
、
何
如
な
る

度
合
仁
於
て
.
理
論
が
現
貫
態
か
ら
外
づ
れ
て
居
る
か
を
探
求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
二
つ
の
理
論
の
中
で



現
賞
一
路
か
ら
外
づ
れ
ス
-tdA官
の
よ
り
少
な
る
も
の
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。
常
ほ
吾
人
の
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ

ぜ」

μ
、
明
論
h

山
口
、
一
時
町
ー
の
今
一
党
席
台
る
可
き
も
の
な
る
こ
さ
で
あ
る
。
吾
人
が
今
日
異
理
ざ
し
て
承
認
す
る

理
論
も
、
ょ

b
多
く
現
ru
峰
仁
接
近
す
る
他
の
理
論
が
接
見
さ
れ
る
な
ら
ば
、
明
日
は
放
棄
せ
む
ば
な
ら
な
い
で

わ
ら
う
。
一t
 

J

ト
の
右

ω科
拶
概
念
『
更
に
後
に
通
ぶ
る
如
〈
純
梓
軽
漉
皐
の
理
論
を
定
型

q
t
g
に
於
て
構
成
す
る
見

雌
川
ど
、
さ
き
仁
越
べ
し

y
y
-フ
一
か
理
想
的
定
型
或
は
理
想
型
を
純
粋
震
構
撃
の
劃
象
さ
見
る
見
解
さ
を
合
せ
て
考

へ
る
ご

マ
ッ
ク
ス
・
ヲ
エ

1
バ

1
の
文
化
科
事
方
法
論
の
中
心
的
部
分
允
る
論
理
的
理
組
型
論
の
根
本
思
想
は
、

銃
じ
ヲ
w
て
プ
ご
メ
レ
ト
さ
の
経
樺
蹴
苧
論
の
中
に
大
韓
上
論
謹
さ
れ
て
居
る
こ
さ
が
接
見
さ
れ
る
ぎ
思
ふ
。
但
し
此

の
事
に
就
て
は
後
に
「
戴
撃
的
経
済
事
方
法
論
的
批
判
」
の
中
に
詳
し
く
論
遇
し
た
い
ぜ
思
ふ
。

A
1
パ

ν
ト
の
右
の
科
皐
概
念
は
、
富
山

=
E一
ク
冨

E
=巾
]
及
び
、
『

E
E
C等
に
於
て
詳
し
く
論
述
さ
れ
て
居
る
も

の
で
ゐ
る
が
、
併
し
の
2
3
仁
於
け
る
軽
樺
率
論
も
や
は
り
同
じ
科
率
概
念
を
基
礎
ざ
し
て
立
論
さ
れ
て
居
る
の

で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
彼
は
め
2
3
に
於
て
は
鰹
梼
皐
を
純
梓
経
済
撃
さ
熔
用
経
済
拳
さ
に
匝
別
し
、
純
粋
踊
梼
皐

は
抽
象
的
理
論
を
考
究
す
る
も
の
さ
し
て
、
具
韓
的
経
済
現
象
へ
の
第
一
の
接
近
、
膳
用
経
済
率
は
其
の
第
二
の

接
近
を
意
味
す
る
も
の
さ
解
し
て
居
る
。

(
い

O

己
ヨ
に
於
げ
る
艦
梼
拳
論
に
就
て
は
、
先
づ
注
意
す
可
き
右
の
科
事
概
念
の
外
仁
、
更
に
注
意
す
可
き
重
要

宮古

議

数
畢
的
経
務
撃
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

F、

第
二
放

五



1品

叢

毅
撃
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

i¥. 

第
二
競

占ノ、

な
る
根
本
概
念
が
ゐ
る
。
夫
れ
は
経
済
現
象
の
相
互
依
存
の
概
念
で
あ
る
。
此
の
概
念
は
さ
き
に
遮
ぺ

L
如
く
、

既
に
ヲ
w
y
-
フ
が
大
に
力
説
せ
る
も
の
に
し
て
、
完
成
せ
る
敷
皐
的
経
済
皐
概
念
の
最
も
重
要
な
る
根
本
要
素
さ
な

っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
ヲ
ぞ
フ
は
常
ほ
「
稀
少
性
は
交
換
債
格
の
原
因
で
あ
る
」
ご
云
ふ
が
如
巻
、
侍
来
の

鰹
祷
皐
的
因
果
概
念
宮
混
入
し
で
居
て
、
経
蹄
現
象
相
互
依
存
の
概
念
を
十
分
に
徹
底
さ
せ
て
居
な
か
っ
た
が
、

.
ρ
V

ト
は
十
分
に
之
を
徹
底
さ
せ
よ
う
さ
努
力
し
た
の
で
あ
る
。

但
し

h
g
a
に
於
て
は
向
ほ
其
の
徹
底
に
不
十

分
な
る
勅
が
あ
る
さ
思
は
れ
る
が
、
さ
に
か
く
パ
V

ト
が
其
の
徹
底
に
努
力
し
た
こ
ご
は

(リ

c
c
a
の
一
特
徴
さ
認

ヘJ
J

》

T
t
s
a
t

叫、
J
J
J
O

、¥レ
Jf.
一I

当日

1
2
1

。
，

:
f
i
t
h
a
h
-
;」
司

、

う

さ
れ
は
元
が
論
止
力
ら
見
守
「

2
2
仁
於
り
あ
叡
梼
島
a

論
の
根
本
的
概
念
ご
部
め
ら
る

可
き
は
、
趨
績
的
接
近
の
概
念
さ
経
済
現
象
相
互
依
存
の
概
念
の
ニ
者
で
あ
る
の
で
あ
る
。
向
ほ
此
慮
に
一
枇
曾
皐

者
の
特
に
注
意
す
可
き
も
の
が
あ
る
。
夫
れ
は
バ
レ
ト
は
膏
に
鰹
梼
現
象
の
相
互
依
存
を
重
要
現
し
た
の
み
な
ら

子
、
更
に
進
ん
で
一
切
の
枇
舎
現
象
の
相
互
依
存
を
重
要
視
し
、
経
済
率
が
艦
、
持
現
象
の
相
互
依
存
を
究
明
す
る

事
を
眼
目
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ざ
同
じ
く
、
枇
曾
皐
は
一
切
の
祉
曾
現
象
の
相
互
依
存
を
究
明
す
る
事
を
臨
目
ざ

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
考
へ
た
事
で
あ
る
。
そ
う
し
て
比
の
鰹
梼
現
象
の
相
互
依
存
の
概
念
、
更
に
一
切
の
一
肱
曾
現
象

の
相
互
依
存
の
概
念
は
、
後
に
詳
し
く
論
中
る
如
く
、
限
界
経
梼
準
じ
、
随
ふ
て
叉
敷
準
的
解
梼
皐
に
反
抗
し
て

勃
興
せ
る
制
度
鰹
梼
皐
に
ゐ
り
て
も
・
業
の
方
法
論
的
根
本
概
念
ざ
な
っ
て
居
る
事
は
、
経
済
皐
方
法
論
上
大

ι

注
意
す
可
き
勤
で
あ
る
。
要
す
る
じ
バ
レ
ト
自
身
の
明
言
し
て
居
る
如
く
、
「
二
つ
の
概
念
が

(
い
。
己
「
回
全
轄
を
支



配
し
℃
居
る
の
で
、

夫
れ
は
織
槙
的
接
近
の
概
念
さ
、
脅
に
粧
済
現
象
の
み
な
ら
子
、
更
に
枇
舎
現
象
の
相
五
依

存
の
概
念
ヨ
で
あ
る
o
」
か
〈
て
バ
レ
ト
が
経
路
皐
者
か
ら
枇
曾
事
者
に
畿
展
し
た
所
以
は
明
か
に
了
解
さ
れ
ろ
の

で
、
方
法
論
上
か
ら
見
れ
ば
、
彼
の
世
曾
曲
学
は
つ
ま
り
彼
の
経
済
皐
の
延
長
或
は
張
充
に
外
な
ら
な
い
。

A
ー
の

2
3
に
於
り
る
バ
レ
ト
の
経
済
皐
論
の
根
本
思
想
は
、
以
上
謹
ぺ
し
が
如
き
も
の
で
あ
る
が
、

ζEF--r

及
び
夫
れ
以
後
の
著
作
に
於
げ
る
彼
の
艇
梼
皐
の
第
二
期
の
稜
還
な
よ
〈
了
解
す
る
震
め
に
、
(
リ
o
z
E

に
於
げ
る

彼
の
経
済
率
に
就
て
倫
ほ
二
三
遁
ぺ
て
置
き
た
い
こ
ご
が
あ
る
。
先
づ
パ

ν
ト
は
ヲ
Y
-
ア
の
弟
子
ざ
し
て
、

(
U
2
2

に
於
て
は
一
般
仁
ワ
f

M

Y

m

プ
の
立
場
及
び
方
針
な
縄
本
し
げ
し
居
る
。
併
し
又
似
の
数
盤
的
wm
梼
撃
者
の
研
究
を
戯
曲
考

一
定
の
新
し
き
概
念
を
轍
入
し
、
そ
う
し
て
夫
れ
に
よ
り
て
彼
の
理
論
に
一
層
大
な
る
普
一
過
性
を
奥
へ
、

し
て
、

又
徹
頭
分
法
の
巧
妙
な
る
蓮
用
に
よ
り
て
、
彼
の
理
論
を
大
に
横
張
し
て
居
る
。
夏
仁
ヲ
u
y
-
プ
は
「
純
粋
鰹
済
皐

要
義
」
に
於
て
も
、
自
由
競
争
制
の
経
済
組
織
の
優
勝
性
を
謹
明
せ
ん
さ
す
る
貫
際
的
目
的
を
常
に
抱
い
て
居
た

が
震
め
に
、

殆
ん
ざ
全
く
同
経
済
組
織
の
み
を
研
究
し
‘

且
つ
右
の
貫
際
的
目
的
を
蓮
す
る
潟
め
仁
便
宜
な
、

幾
多
の
形
而
上
事
的
考
察
-
ぜ
混
入
し
て
居
た
の
で
ゐ
る
が
、
然
る
に
.
ρ
V

ト
は
既
に

(
リ

o
z『
出

に
あ
り
て
も
出
来

る
だ
げ
純
科
準
的
に
研
究
す
る
こ
さ
を
目
標
ご
し
て
居
允
か
ら
、
自
由
競
宰
制
の
経
済
組
織
の
外
に
、
濁
占
制
の

経
梼
粗
織
の
諸
定
型
を
も
詳
し
く
研
究
し
、
且
つ
純
粋
経
済
準
金
具
膿
的
経
梼
現
象
へ
の
第
一
の
接
近
ざ
し
て
確

立
す
る
潟
め
に
、
出
来
る
だ
げ
経
験
的
態
度
を
固
持
し
て
‘

一
切
の
形
而
上
撃
的
概
念
を
排
除
せ
ん
さ
努
力
し
て

芭ム

6問

叢

歎
撃
的
経
清
風
干
の
論
理
的
構
造
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三
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一
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教
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fi‘ 

居
た
。却

設
バ
レ
ト
の
経
済
率
論
は
、
以
上
越
ぺ
し
昆
に
よ
り
て
明
か
に
せ
る
如
く
、
根
本
的
に
は
既
日

(
2
5
に
於

て
大
韓
上
論
遇
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
ま
だ
徹
底
的
仁
、
又
詳
し
く
は
展
開
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
。
そ

う
し
て
実
の
徹
底
的
な
又
詳
し
き
展
開
は
、
宮
山
口

E
Z
及
び
夫
れ
以
後
の
著
作
に
於

τ窓
成
さ
れ
て
居
る
の
で
あ

る
J

き
れ
ば
バ
レ
ト
の
第
二
期
的
極
構
撃
は
、

つ
ま
り
第
一
期
じ
確
立
さ
れ
北
方
針
の
徹
底
的
な
又
詳
し
き
展
開

で
あ
る
さ
認
め
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
バ
V

ト
は
富
山
口

E
r
及
び
夫
れ
以
後
の
著
作
に
於
て
は
、
盆
々

客
観
的
態
度
J
V
E
b
、
盆
々
純
科
率
的
仁
純
粋
経
梼
串
を
建
設
せ
ん
ど
努
力
し
て
来
穴
の
で
、

司
〈
て
彼
は
彼
の

純
粋
経
済
華
上
の
諸
理
論
を
、
見
掛
上
又
は
事
責
上
必
然
的
に
拘
束
さ
れ
る
恐
れ
ゐ
る
、
組
て
の
特
殊
的
及
び
主

観
的
諸
聞
係
か
ら
全
然
解
放
し
、
人
聞
が
其
の
噌
好
(
普
通
仁
艇
梼
率
上
欲
望
さ
輔
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
)
を
満
足

さ
せ
る
事
物
を
獲
得
す
る
矯
め
に
行
な
ふ
、
反
復
的
大
数
的
な
る
論
理
的
(
合
理
的
)
行
動
を
研
究
す
る
こ
ご
の
み

に
限
ら
ん
ご
し
た
。
ち
れ
ば
冨

E
山
町
及
び
冨

2
5一
に
於
て
は
、
メ
レ
ト
は
先
づ
交
換
及
び
生
産
を
別
々
に
考
察

す
る
こ
さ
か
ら
始
め
や
し
て
、
直
ち
に
経
済
的
均
衡
の
一
般
的
保
件
を
考
究
し
、
失
に
噌
好
(
或
は
慾
望
)
、
夫
に
障

害
、
終
り
に
鰹
済
的
均
衡
を
研
究
し
て
、
純
梓
鰹
漕
曲
学
の
原
理
及
び
法
則
を
究
明
し
、

そ
う
し
て
附
銑
に
於
て
実
等

但
し

ZPEE-c
及
び

E
E
E己
は
共
に
丸
章
と
附
録
左
か
ら
成
立
し
て
居

る
が
、
純
粋
経
湾
撃
の
同
県
髄
は
第
三
章
「
経
湾
的
均
衡
の
一
般
的
傑
件
-
、

第
四
章
「
晴
好
二
第
六
章
「
障
害
、
及
び
第
七
章
↑
経
湾
的
均
衡
」
に
於
で
論
漣
さ
れ
て
居
る
。
併
し
芙
の
致
事
的
論
究
は
特
に
附
録
に
於
て
論
漣
さ

れ
で
居
る
の
で
、
か
〈
て
此
白
附
録
は
数
曲
学
的
経
湾
撃
に
於
で
甚
だ
重
要
親
き
れ
て
ゐ
る
り
で
あ
る
c

の
原
理
及
び
法
則
を
特
に
数
率
的
に
論
究
し
て
居
る
。



品
川
ほ
バ
レ
ト
は

同
=
円
}
え
っ
-
》
向
山
門
-
一
巾
L
2
沼
町
一
司
コ
門
口
出
ヨ
白
押
rAr己
主
一
」
=
白
山

に
於
げ
る
で
か

2
=
0
2
一
円
ヨ
h

三
百
ヨ
え
z
z
m
に
あ

り
で
は
、
更
に
障
害
実
物
を
も
捨
象
し
て
、
只
障
害
か
ら
生
じ
得
る
諸
連
結
-
5
2
0
5
(
厳
密
に
一
苫
へ
ば
鮭
梼
的
韓
系

め
相
一
花
依
作
山
諸
相
靴
格
。
ゼ
構
成
寸
る
柑
辿
帖

)rけ
を
将
戦
し
て
腐
る
内
殊
に
方
怯
愉
上

Z
E
E
m
及
び

P
F
E
-九一

に
就
て
注
意
す
可
き
は
、

バ
レ
ト
が
経
済
的
均
衡
を
決
定
す
る
矯
め
に
は
快
戚
の
尺
度
を
定
め
、
快
戚
を
測
定
す

る
必
要
は
な
く
、
只
指
数
の
方
法
じ
よ
ち
て
快
戚
の
等
級
を
指
示
し
、
快
感
の
指
敷
h
T
見
定
め
る
叫
ん
け
で
充
分
で

あ
る
さ
考
へ
、
快
架
空
義
形
而
上
事
的
思
想
の
附
着
し
易
き
快
戚
、
効
用
等
の
概
念
に
、
指
数
画
教
の
概
念
を
取

h
換
へ
た
酬
〕
ご
一
仁
あ
る

Q

此
の
事
は
純
杯
僻
隣
町
四
十
訟
科
略
的
に
純
化
古
る
矯
り
に
、
甚
だ
重
要
な
る
意
義
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
。

却

説

冨

E
E
r
及
び
夫
れ
以
後
の
著
作
に
於
け
る
パ

V

F
の
純
粋
鰹
梼
撃
の
方
法
論
の
後
展
の
骨
髄
は
、

大
韓
上
右
仁
遮
ぺ
し
が
如
き
も
の
で
あ
る
さ
思
ふ
が
、
是
れ
よ
り
更
に
業
等
の
著
作
仁
一
於
げ
る
彼
の
鰹
構
的
均
衡

の
理
論
の
一
般
的
基
礎
、
交
換
均
衡
の
決
定
、
及
び
生
産
均
衡
の
決
定
等
の
三
問
題
を
考
察
し
て
、
敷
島
a

的
駆
梼

但
し
本
雑
誌
白
十
数
頁
円
、
、

b
い
で
、
甚

だ
複
雑
な
る
パ
レ
ト
回
数
撃
的
経
済
撃

目
論
理
的
構
造
白
一
般
を
簡
明
に
説
漣
す
る
と
一
両
ふ
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
大
に
困
難
な
仕
事
で
あ
る
白
で
、
就
て
は
忍
は
パ
レ
ト
極
端
問
撃
に
関
す

る
諸
家
の
研
究
を
参
考
し
た
。
倫
ほ
出
来
る
だ
け
簡
明
に
説
越
す
る
鴛
め
に
、
特
に

z
z
s
z
F
己
主
宮
島
o
P
R
E
令
官
#
)
に
於
け
る
と
?

。言。
ι
。宮内片門町叶。固め
-
-
r
F
向。占
E
E
。E
開

mDOE--L己
戸
空

HZ己
目
ず

=
c
m
g
s
c
E百
戸
内
出
〉
民
耳

ι
c
-
i
E
m
z
d
E
-
高ユ
3
H
N
M
n
o
T
H
U
Z
E
m
】
『

2
5
0
E
P
古
里
町
戸
・

及
ピ

7
2
5
m
冨
O
E
-
F
O
E
-
2
白
血
百
三
Z
E
E
-
A
C
E
2
2
。目。
E
r
H
E
-
-
Eニ
固
め
(
ロ
ヨ
凶
)
等
を
参
考
し
た
。
併
し
此
蕗
で
は
上
に
皐
げ
し
三
問
題

撃
さ
し
て
の
彼
の
純
粋
経
済
皐
の
論
理
的
構
造
の
一
般
を
究
明
し
た
い
さ
恩
ム
。

に
就
て
只
英
の
一
般
の
輪
廓
を
示
し
、
且
つ
其
白
一
部
分
に
就
て
極
簡
単

に
説
挫
す
る
こ
と
し
か
発
し
得
な
い
か

b
、
讃
者
之
を
諒
せ

b
れ
た
い
。

論

叢

数
撃
的
経
済
且
干
の
論
理
的
構
造
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放

。

(2) 

経
済
的
均
衡
の
理
論
の
一
般
的
基
礎

メ
レ
ト
は
、
経
済
的
均
衡
さ
は
つ
ま
り
噌
好
さ
障
害
さ
の
根
本
的
反
劃
の
結
果
で
あ
る
ぜ
考
へ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
か
く
て
彼
の
粧
梼
的
均
街
の
理
論
の
一
般
的
基
礎
を
了
解
す
ゐ
矯
め
に
は
、
先
づ
彼
が
噌
好
及
び
障
害
さ
栴

す
る
も
の
、
及
び
雨
者
の
枝
本
原
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

晴
好
(mz在
、
問
0
2
2
)

バ
V

ト
が
噌
好
ざ
稗
す
も
ち
の
は
、
彼
M
C
E
E
-
Z
(
C℃
]
同
小
口
百
一
尽
)

ザ
」
稿
す
る
も
の
、

即
ち
一
般
に
艦
轡
皐
者
が
主
観
的
効
用
ご
か
快
戚
芯
か
耕
す
る
も
の
の
別
名
百
め
ゐ
芯
見
倣
し
特
ら
れ
る
が
、
詳

し
〈
云
へ
ば
、
人
聞
が
一
定
の
物
ぞ
消
費
し
、
或
は
如
何
様
に
か
使
用
し
て
享
受
す
る
快
戚
で
あ
る
。

(
か
く
て

経
樺
的
財
貨
さ
は
、
却
も
噌
好
を
充
足
し
得
る
一
定
の
物
で
ゐ
る
。
)
そ
う
し
て

.ρν

ト
の
噌
好
論
じ
就
て
、
先
づ

第
一
に
注
目
す
可
き
根
本
的
に
重
要
な
る
思
想
は
、
経
済
的
均
衡
を
決
定
す
る
潟
め
に
は
快
戚
或
は
効
用
を
測
定

す
る
必
要
は
な
く
、
指
数
じ
よ

h
て
快
戚
の
種
々
な
る
等
親
を
区
別
す
れ
ば
可
い
さ
云
ふ
こ
さ
で
か
る
。
か
く
て

彼
は
さ
き
に
遁
ぺ
し
如
く
に
、
快
感
或
は
効
用
の
本
質
に
闘
す
る
一
一
切
の
形
而
上
串
設
か
ら
全
然
解
放
さ
れ
た
る

鑑
梼
的
均
衡
の
理
論
を
立
て
ん
ざ
し
た
の
で
、
是
れ
純
粋
科
事
ざ
し
て
の
純
粋
経
済
事
の
稜
達
上
、
大
に
注
意
す

可
、
去
、
勤
で
あ
る
。
要
す
る
に
.
P
V

ト
は
且
ツ
ヂ
ヲ
オ

1
1
の
創
設
せ
る
無
差
別
総
の
概
念
を
採
用
し
た
が
、
併
し

之
を
快
戚
の
測
定
可
能
性
問
題
か
ら
全
く
切
り
離
し
て
考
へ
、
そ
う
し
て
無
差
別
線
を
一
定
の
仕
方
じ
よ
り
て
麗



験
的
じ
獲
得
し
得
ら
れ
る
所
奥
の
事
貰
ご
し
て
考
察
し
た
の
で
、
か
〈
て
彼
の
考
へ
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
快
戚
は
測

定
し
得
ら
れ
る
や
否
や
さ
一
五
ふ
問
題
は
、
経
済
拳
上
必
要
な
る
も
の
で
な
く
、
個
人
が
消
費
財
の
緯
て
の
可
能
的

結
合
を
、
彼
の
選
揮
に
従
ふ
て
排
列
す
る
等
扱
の
別
或
は
等
級
の
順
位
を
知
れ
ば
、
夫
れ
で
可
い
の
で
あ
る
。
ぞ

う
し
て
業
の
等
級
別
は
指
敷
に
よ
り
て
表
は
し
得
ら
れ
る
。
か
〈
て

、‘，Jイ
何
れ
を
選
揮
し
て
も
可
い
、
即
ち
選
揮
が
無
差
別
的
で
あ
る
ニ
ワ
の
結
合
は
、
周
じ
指
数
を
宥
す
可
き
で
あ
る
。

、ノロニ
つ
の
結
合
の
中
で
一
が
他
よ
り
も
選
揮
さ
れ
る
と
ナ
れ
ば
、
夫
れ
は
他
上
り
も
よ
り
十
時
奇
指
数
を
有
す
可
き
で
あ
る
c

ノ
4
K

吋
吾
人
目
有
し
得
る
無
数
の
措
撒
組
系
の
中
で
、
只
結
合

I
伽
ら
結
A

骨

E
へ
移
る
に
於
で
は
、
指
令
ー
よ
り
佐
和
A
骨

E
へ
移
る
に
於
で
よ
り
も
、
上

/
a

、り
大
た
る
快
感
が
興
ヘ
ム
プ
れ
る

E
E」
が
知
壱

U

或
は
結
合

I
と
牡
刷
会

E
と
む
持
動

E-EHF、
結
合

E
と
結
令

E
と
の
指
数
の
差
よ
り
も
大
た

る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
が
却
昔
、
性
質
を
有
ナ
る
慢
系
の
か
を
保
持
す
る
白
が
遁
営
で
あ
る
。

バ
レ
ト
は
無
差
別
の
指
数
に
就
て
詳
し
-
き
研
究
を
行
な
ふ
て
、
指
数
画
教
の
概
念
を
立
て
允
が
、
彼
の
指
数
画

数
三
百
ふ
は
つ
ま
り
、
葉
の
誘
導
画
敷
の
記
就
に
よ

h
て
一
定
の
個
人
が
動
〈
方
向
を
指
示
し
得
る
画
歎
を
意

味
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
先
づ
画
敷
が
一
定
の
財
貨
の
一
定
の
分
量
を
表
は
す
一
定
の
自
麗
歎

z
の
漸

次
増
加
に
件
な
ふ
て
漸
次
に
増
加
す
る
な
ら
ば
、
夫
れ
は
其
の
個
人
が

m
の
分
量
の
増
加
す
る
こ
ご
に
於
て
快
戚

を
享
け
る
こ
さ
、
郎
も
正
の

m
の
方
向
に
動
〈
二
さ
を
意
味
し
、
・
次
に
画
教
が
漸
・
次
に
減
少
す
る
な
ら
ば
、
夫
れ

は
業
の
個
人
が
Z

の
漸
・
究
に
減
少
す
る
ニ
ご
に
於
て
、
快
戚
を
享
げ
る
ニ
さ
を
意
味
し
、
終
り
に
画
数
が
漸
次
γ
い

増
加
も
亦
減
少
も
し
な
い
な
ら
ば
、
或
は
第
一
誘
導
曲
歌
が
O
で
あ
る
な
ら
ば
.
夫
れ
は
佃
人
が

m
を
増
加
す
る

Z歯

叢

戴
撃
的
経
済
事
白
論
理
的
構
造
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叢

数
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襲
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論
理
的
構
造

第
三
十
一
血
管

一
八
八

第
二
時
抗

こ
さ
も
、
亦
減
少
す
る
こ
さ
も
欲
し
な
い
こ
さ
、
或
は
彼
は

z
に
閲
し
て
均
衡
に
あ
る
こ
さ
を
意
味
す
る
の
で
あ

る。
障
害

(SEE--wcσ
忠
良

-g)
人
聞
が
自
分
の
噌
好
を
充
足
す
る
矯
め
に
行
な
ふ
行
動
は
、
自
由
に
遠
成
さ
れ

る
も
の
で
な
く
、

一
定
の
障
害
を
受
け
ゐ
も
の
で
ゐ
る
が
、
其
等
の
障
害
は
根
本
的
に
二
種
ド
大
別
ち
れ
る
。

第
一
種
の
障
害
は
明
白
じ
認
識
さ
れ
る
諸
般
の
障
害
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
人
が
取
引
す
る
他
の
人
々
の
噌
好
、

一
人
が
他
人
芝
配
分
す
る
財
貨
の
分
量
が
制
限
さ
れ
て
居
る
場
合
に
於
げ
る
業
の
分
量
の
制
限
、

一
定
の
財
貨
を

生
産
寸
ゐ
掛
川
め
ド
以
似
の
財
貨
な
使
用
せ
ね
ば
な
ら
旧
制
三
百
ふ

-hf¥
人
々
の
欲
望
す
る
財
貨
が
誕
の
欲
寸
あ
附

及
び
所
に
於
て
左
右
し
得
ら
れ
な
い
こ
さ
、
日
吐
曾
粗
織
に
基
因
す
る
諸
種
の
障
害
等
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

第
二
種
の
障
害
は
前
者
の
如
く
に
明
白
に
は
認
識
さ
れ
得
な
い
諸
般
の
障
害
で
あ
る
。
例
へ
ば
交
換
の
行
は
れ

る
聞
に
或
は
交
換
の
正
前
に
於
て
、
代
債
の
可
麺
性
を
制
限
す
る
諸
障
害
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
じ
一
個
人
に
費
し
て
は
、
彼
自
身
の
噌
好
を
除
け
ば
、
綿

τの
残
り
の
も
の
は
経
済
上
障
害
さ
認
め
得

ら
れ
る
。
例
へ
ば
一
個
人
が
他
人
三
或
財
貨
を
交
換
せ
ん
ざ
す
る
場
合
に
は
、
彼
に
劃
し
て
は
他
人
の
噌
好
は
、

彼
及
び
他
人
の
所
有
す
る
財
貨
の
分
量
が
制
限
さ
れ
て
居
る
さ
云
ふ
こ
さ
、
同
様
に
、
障
害
で
あ
る
。
か
く
て
一

の
経
済
的
瞳
系
金
瞳
を
緯
観
す
る
さ
、
噌
好
さ
障
害
ご
は
種
々
様
々
に
交
叉
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

極
大
満
足
の
方
程
式

盤
、
揖
的
均
衡
の
根
本
的
二
要
素
た
る
噌
好
及
び
障
害
は
、

一
般
的
に
は
上
に
遁
べ
し
が



如
き
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
先
づ
噌
好
の
方
面
に
就
て
考
へ
る
に
、
個
人
の
噌
好
を
根
本
的
に
支
配
す
る
も
の
は
、

個
人
が
営
面
の
事
情
に
適
合
し
て
、
幸
一
珊
の
極
大
を
貫
現
せ
ん
ざ
す
る
念
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
個
人
が
幸
福
の
極

大
或
は
満
足
の
極
大
を
貫
現
せ
ん
が
矯
め
に
、
経
済
的
諸
護
教
が
満
足
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
方
程
式
は
結
局
左
の
如
、
き

も
の
で
あ
る
。

一
一
結
合
令
込
)
に
劃
臆
す
る
線
の
指
数
k
I
ざ
す
る
さ
、

フ
ア
ー
リ
イ

一
族
の
方
程
式
は

一
定
の
仕
方
に
よ
り
て
決
定
ち
れ
た
る
無
差
別
線
の

で
あ
る
が
、
此
の
式
は
更
に
普
遍
化
し
て
麗
教
の
何
れ
の
敷
に
も
適
用
さ
れ
る
。
か
く
て
左
の
方
程
式
が
作
ら
れ

る。
(
戸
)
」
「

H
弓

(au司
up--・
・
:
・
)

然
る
に
諸
指
数
の
一
瞳
系
金
韓
は
、
右
の
方
程
式
に
よ
り
て
表
は
さ
れ
る
瞳
系
に
よ
り
て
取
h
換
へ
符
ら
れ
る

か
ら
、
夫
れ
は
左
の
方
程
式
中
に
包
ま
れ
る
。

(

凶

)

』

「

H
L『
(
唱
)

そ
う
し
て
右
の
方
程
式
は
微
分
法
に
よ
り
て
左
の
方
程
式

門
司
、
旬
、
-
H
+
同
町
、
宮
丸
山
『
+
戸
刷
、
N

品
目
+
・
:
:
・

:
H
-

ぎ
な
る
が
、
今

1品

叢

数
撃
的
経
済
墜
白
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

一
八
九

第
二
放



宮古

議

齢
盟
申
申
的
経
済
宰
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

九
O 

第
二
放

四

十
回

H
d司、

a
i
p
u戸
司
、
宇

さ
置
け
ば
左
の
方
程
式
が
作
ら
れ
る
。

(
臼
〉

-
F
L
M
+
改
札
噌
+
す
色
町
+
:
・
:
-
H
-

是
れ
バ
レ
ト
が
彼
の
極
構
的
均
衡
の
理
論
を
確
立
す
る
鴻
め
に
、
最
さ
も
重
要
調
せ
る
方
程
式
で
あ
る
c

今
番
人
は
右
の
何
方
程
式
さ
同
値
な
る
関
係
を
、
直
接
に
経
験
に
よ
り
て
獲
得
す
る
こ
ぜ
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

そ
う
し
て
夫
れ
が
震
め
に
は
、
先
づ
負
の
量
去
に
よ
り
て
表
は
さ
れ
る
減
少
を
償
ふ
に
は
、
詳
し
く
云
へ
ば
(
戸

ア
♂
:
・
・
)
ご
(
出
十
ト
h
M
M
o
日
h
l
十

h
h叫
N
M
:
;
:〉

f
L

の
二
つ
の
結
合
の
何
れ
を
享
融
市
す
る
も
、
無
法
別
的
で
あ
る
に
は
、
加

何
な
る
正
の
量
h
b
a

を
以
て
臼
を
増
加
せ
お
ば
な
ら
ぬ
か
を
探
求
し
、
次
に
如
何
な
る
h
H

も
が
A
H
H

仁
勢
躍
す
る
か

以
下
順
次
に
探
求
し
、
終
り
に
か
く
し
て
得
ら
れ
た
る
絶
て
の
式
を
総
計
す
れ
ば
可
い
の
で
、
か
く
て

h
T
H
A
r
a
+
h
v
u明

1
7
:
:
:
:
ざ
置
け
ば
、
左
の
形
式
の
一
闘
係
が
作
ら
れ
る
。

』
》
a
h
h
十
』
ロ
a
h
h
『
十
:
・
・
:
-
-
-
。

此
の
式
は
極
限
に
於
て
は
左
の
方
程
式
さ
な
る
。

(
串
)
宮
九
九
討
+
(
『
竜
門
会
+
:
:
:
-
H

。

以
上
通
ぺ
し
蕗
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
何
方
程
式
及
び
夫
れ
か
ら
出
費
し
て
立
て
ら
れ
る
経
済
的
均
衡
の
理
論
は
、

、。1
E
-
E去
作
或
は
効
用
の
概
念
か
ら
、
更
に
其
の
指
敷
の
概
念
か
ら
す
ら
も
、
全
く
濁
立
し
て
居
る
も
の
さ
考
へ

得
ら
れ
る
。
か
く
て
吾
人
は
〆
V

ト
は
経
済
皐
の
古
い
形
而
上
皐
的
概
念
か
ら
段
々
に
解
放
さ
れ
て
、
如
何
に
し



て
彼
の
理
論
を
、
純
貫
謹
的
所
輿
の
上
に
確
立
す
る
に
至
っ
た
か
を
了
解
す
る
の
で
あ
る
。

鰹
漕
的
聯
結

(
-
E
U
C
E
R
E
5
5
5
5抗
)
極
大
満
足
の
方
程
式
は
、
艦
梼
的
均
衡
の
決
定
に
於
て
甚

r重
要
な
る

も
の
で
あ
る
が
、
只
夫
れ
だ
け
で
粧
梼
的
均
衡
は
決
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
是
れ
極
構
的
麗
数
は
自
費
較
で
な

く
、
嘗
面
の
個
人
が
属
す
る
鰹
梼
的
睡
系
の
相
互
依
存
の
諸
聯
結
を
構
成
す
る
一
定
の
諸
関
係
じ
よ
り
て
支
配
さ

れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て

.ρν

ト
は
、
業
等
の
諸
聯
結
を
始
め
に
は
障
害
の
方
程
式
さ
輔

し
た
。
是
れ
業
等
の
諸
聯
結
は
つ
ま
り
、
個
人
が
業
の
噌
好
を
満
足
す
可
く
努
力
す
る
時
に
、
従
は
ね
ば
な
ら
心

諸
事
情
の
式
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

経
済
的
聯
結
は
明
か
に
相
異
な
れ
る
二
種
に
大
別
さ
れ
る
c

第
一
種
の
聯
結
は
、
最
ご
も
観
察
し
易
(
、
常
に
一

般
の
樫
梼
筆
者
も
認
め
て
居
た
も
の
に
し
て
、
要
す
る
に
夫
れ
は
一
個
人
が
取
引
す
る
他
の
個
人
の
噌
好
や
、
枇

曾
組
織
に
よ
り
よ
ら
れ
る
諸
障
害
一
切
の
霊
山

E
B
B
E
g
s
(滞
日
訴
対
関
縁
起
禦
)
に
固
着
す
る

諸
般
の
必
然
的
事
柄
等
が
奥
へ
ら
れ
て
居
る
さ
し
て
、
均
衡
賠
に
於
て
諸
盤
敷
に
認
め
ら
れ
る
数
値
が
満
足
す
可

き
諸
方
程
式
に
よ
り
て
表
は
さ
れ
る
諸
聯
結
で
あ
る
。
第
二
種
の
聯
結

(LE七
れ
れ
て
い
~
げ
山
部
引
和
行
中
山
花
訪
れ

訴
勺
)
は
、
最
初
の
地
位
か
ら
均
衡
の
地
位
へ
進
む
矯
め
に
さ
ら
れ
る
径
に
閲
す
る
諸
方
程
式
に
よ
り
て
、
詳
し

〈
云
へ
ば
一
定
の
分
量
が
他
の
一
定
の
分
量
に
麗
換
さ
れ
る
運
算
に
よ
り
て
、
奥
へ
ら
れ
た
者
に
し
て
、
か
〈
て
夫

れ
は
個
人
的
行
動
の
自
由
な
暴
行
に
加
へ
ら
れ
る
諸
制
限
(
禁
遺
世
間
窓
惣
誤
認
務
副
ロ
ト
同
市
醐

1品

叢

教
事
的
経
済
事
。
論
理
的
構
造

第
三
十
一
容

九

第

競

五



論

叢

数
撃
的
経
楠
田
豊
・
白
論
理
的
構
遁

第
三
十
一
容

:JL 

第
二
披

ム
ノ、

ト
u
p
J
J
…一品川…山削除訣
P
M
r
時
間
け
法
唯
一
訂
以
制
約
…
)
を
表
現
す
る
組
て
の
聯
結
を
意
味
す
可
き
で
あ
る
。

バ
レ
ト
の
鰹
梼
的
均
衡
の
一
般
的
基
礎
さ
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
大
関
上
右
に
遁
ぺ
し
が
如
く
で
あ
る
が
、
彼

は
夫
れ
よ
り
右
の
一
般
的
基
礎
に
よ
り
て
成
立
す
る
頼
済
的
均
衡
其
物
を
、
安
換
均
衡
さ
生
産
均
衡
ご
に
分
っ
て

論
究
し
て
居
る
。
そ
れ
で
衣
仁
彼
の
交
換
均
衡
の
理
論
、
格
り
に
彼
の
生
産
均
衡
の
現
論
の
大
要
、
寧
ろ
業
の
輸

廓
の
一
一
般
を
遁
〈
て
、
彼
の
教
事
的
経
樺
皐
の
論
理
的
構
造
の
一
般
を
示
す
こ
さ
、
す
る
o

、1!
J
J

B
》‘.、{‘ 

交
換
均
衡
の
理
論

バ
レ
ト
は
交
挽
均
衡
を
、
自
由
競
軍
制
の
下
で
、
代
慣
が
不
盤
的
(
或
は
定
数
的
)
又
は
可
盤
的
(
或
は
麗
数
的
)

で
あ
る
場
合
に
成
立
す
る
均
衡
さ
、
濁
占
制
の
下
で
代
債
が
不
麗
的
(
或
は
定
数
的
)
で
ゐ
る
場
合
に
成
立
す
る
均

衡
さ
じ
大
別
し
て
論
究
し
て
居
る
。
そ
う
し
て
前
者
を
交
換
均
衡
の
第
一
定
型
、
後
者
を
其
の
第
二
定
型
さ
離
す

る
こ
さ
が
出
来
る
。一

の
市
場
に
於
て
交
換
を
行
な
ふ
個
人
の
敷
を

z
ー
十
回
ざ
し
、
交
換
さ
れ
る
財
貨
は
、
げ
、
。
、

の
数
を
怖
さ
し
、
又
何
れ
か
の
財
貨
、
例
A

ぽ
川
円
な
ら
ば
、
其
の
分
量
を

Fs
で
表
は
し
、
且
つ
市
場
開

第
-
定
型

始
の
際
に
其
の
財
貨
の
分
量
を
呈
供
す
る
佃
人
を
川
で
表
は
す
さ
す
る
。

今
個
人
的
の
曙
好
が
、
諸
聯
結
が
許
す
度
合
に
於
て
満
足
さ
れ
る
時
に
は
、
彼
が
慮
分
す
る
諸
財
貨
の
ぷ
喝
さ
司
自
主



-
等
の
諸
分
量
は
、

さ
き
に
遁
ぺ
し
庭
に
従
ふ
て
、
左
の
如
-
き
開
係
を
有
す
る
。

ι
才一
a
L
b
+
T
-
ふ
な

+
A
h
a
-
N
R
町
民
+
:
・
・

:-H{}

そ
う
し
て
代
債
を
補
助
横
山
敷
ざ
し
て
取
り
入
れ
、
ワ
ぞ
プ
の
定
義
仁
従
ふ
て
、

σに
於
け
る
仰
の
代
慣
を

F
H
|
吋
ー
で
表
は
す
ご
、

右
じ
越
ぺ
し
欄
係
は
均
衡
の
動
じ
於
て
、
左
の
諸
方
程
式
に
よ
り
て
取
換
へ
得
ら
れ
る
。

(
と
す
H
件
-
f
u
t
H
3
4
N
H

そ
う
し
て
諸
聯
結
は
左
の
二
定
型
の
諸
方
程
式
に
よ
り
て
表
は
さ
れ
る
。

(
出
)
(
£

1
4
p
e
)
十
M
v
q
(
手

1
5
6
)
+
H
J
(
N
e
l
N
E
)
+
・
・
目

官
"
。
十
HM(£

1
5
)
H
3
 

か
〈
て

μ方
程
式
、
伊
方
程
式
及
び
何
方
程
式
に
類
同
的
な
る
方
程
式
の
三
鯉
系
の
臆
鯉
は
、
最
後
の
分
析
に

てと

於
て
は
、
右
の
市
場
に
於
け
る
交
換
の
均
衡
の
一
般
的
諸
傑
件
を
構
成
す
可
き
h
の
で
ゐ
る
。
そ
う
し
て
貫
際
上

州
諸
方
程
式
は
が
載
で
あ
る
か
ら
(
縁
者
芦
護
持
州
議
村
山
式
)
、
躍
で
吾
人
が
計
算
す
る
矯
め
に
使

用
し
得
る
方
程
式
の
敷
は

(』
)

U

苦
闘
制
四

(
E
l
H
)
五
十
]
)

(
M
W
)
U
U

満州岬。

3命

叢

加
引
率
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

7L 

第

却E

七



3晶

謹

取
接
的
短
捕
問
血
平
田
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

一
九
四

第

.;Wc 

iI. 

(
S
 
u
t，沼
M
m
ヨ

純
計
さ
も

+ω
三
l
H
じ
し
て
、
ぞ
う
し
て
未
知
数
は
、

4n曲
川

B
遺

言

】

誠
司
剛
さ
き
N
f
a
-
-
・
6
建
草
。
+
若

線
計
三
毛
十
凶
否
問
で
あ
る
。
か
く
て
問
題
は
完
全
に
決
定
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

却
読
者
に
辿
ぺ
し
交
換
均
衡
に
あ
り
て
は
、
蓮
績
的
に
交
換
さ
れ
る
各
財
貨
の
諸
部
分
の
代
債
は
、
不
盤
的
定

教
的
で
あ
る
さ
暗
に
限
定
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
其
の
研
究
に
於
て
、
吾
人
い
か
代
債
の
跡
捜
動
を
到
底
拾

象
し
得
な
い
交
換
現
象
は
存
在
す
る
。
併
し
代
慣
が
総
て
の
盤
敷
に
依
存
す
る
一
般
的
場
合
は
、
軍
仁
交
換
均
衡

の
立
場
仁
一
於
て
考
察
し
特
ら
れ
な
い
か
ら
、
パ
V

ト
は
各
財
貨
の
代
債
が
取
引
の
行
は
れ
る
其
の
財
貨
の
分
量
の

ぺ
し
付
、
印
、

mw

画
教
で
あ
る
特
殊
な
場
合
を
考
察
す
る
仁
止
め
、
ぞ
う
し
て
か
、
る
場
合
に
就
て
、
上
に
惑

の
三
つ
の
方
程
式
膿
系
に
、
夫
れ
夫
れ
封
躍
す
る
の
M
W
、
仰
、
仰
の
三
つ
の
方
程
式
瞳
系
を
作
っ
て
居
る
が
、
此

日
臨
で
は
業
の
叙
過
を
省
略
し
て
置
く
。

第
二
定
型

或
個
人
が
或
財
貨
の
販
買
の
濁
占
穫
を
有
す
る
時
に
は
、
彼
は
其
の
濁
占
権
の
運
用
に
よ
り

τ出

来
る
だ
げ
最
大
の
牧
獲
(
貨
幣
に
於
て
か
又
は
効
用
仁
於
て
か
)
を
得
る
潟
め
仁
、

一
般
仁
其
の
財
貨
の
効
用
を
全

く
無
現
す
る
o

か
く
て
上
に
述
べ
し
市
場
に
於
て
、

一
定
の
財
貨
が
一
定
の
一
個
人
に
よ

b
て
濁
占
さ
れ
る
ざ
す
る



ご
、
交
換
均
衡
の
諸
方
程
式
は
二
重
の
改
農
を
受
け
る
。
其
の
一
は
凶
膿
系
の
方
程
式
の
除
去
に
よ
り
て
、
業
の

二
は
濁
占
者
が
目
差
す
結
果
を
獲
得
す
る
に
必
要
な
る
諸
傑
件
を
表
は
す
諸
闘
係
の
附
加
に
よ
り
て
、
受
げ
る
改

盤
で
め
る
。
そ
う
し
て
第
二
定
型
は
更
に
一
個
人
が
一
財
貨
又
は
敷
財
貨
を
調
占
す
る
場
合
ご
、
二
個
人
が
一
財

貨
を
濁
占
す
る
場
合
ぜ
、
敷
個
人
が
歌
財
貨
を
濁
占
す
る
場
合
さ
の
匝
別
に
従
ふ
て
考
察
さ
る
可
き
で
ゐ
る
。

(生)

生
産
均
衡
の
理
論
へ
交
換
均
衡
の
理
論
舷
必
然
的
に
生
産
均
衡
の
理
論
に
導
く
。
そ
う
し
て
後
者
自
確
〆

戸
立
に
よ
り
て
此
慮
に
経
端
情
的
均
衡
白
一
般
的
理
論
が
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

バ
レ
ト
は
生
産
の
均
衡
は
、
消
費
者
の
一
均
衡
さ
企
業
の
均
衡
芯
の
一
一
つ
の
均
衡
の
重
な
わ
合
ひ
の
結
果

εし
て
、

成
立
す
る
も
の
で
あ
る
さ
考
へ
党
。
か
〈
て
彼
の
生
産
の
均
衡
の
理
論
を
よ
く
了
解
す
る
潟
め
仁
は
、
先
づ
右
の

二
つ
の
均
衡
か
ら
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

消
費
者
の
均
衡

う
し
て
其
の
一
定
の
事
買
さ
は
、
却
ち
市
場
に
持
ち
出
さ
れ
る
各
財
貨
の
金
分
量
は
、

此
の
均
衡
は
只
一
定
の
事
買
に
よ
り
て
、
交
換
の
均
衡
さ
異
な
っ
て
居
る

rけ
で
ゐ
る
。
ぞ

一
の
定
数
で
な
〈
し
て
一

の
盤
数
で
あ
る
ご
云
ふ
事
買
で
ゐ
る
υ

か
〈
て
消
費
者
の
均
衡
の
諸
傍
件
を
確
定
す
る
矯
め
に
は
、
さ
き
に
謹
ぺ

し
は
い
及
び
併
の
諸
方
程
式
を
再
用
し
、
仰
の
諸
方
桂
式
を
左
の
形
式
の
方
程
式
に
よ
h
て
取
り
換
へ
れ
ば
可
い
の

で
あ
る
。
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~ð.. 
a同

叢

毅
撃
的
経
溌
撃
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
容

九
ノ、

第
二
披

問。

但
し
X
は
此
の
均
衡
の
他
の
諸
方
程
式
に
依
存
す
る
一
の
捜
教
で
あ
る
。

ト
ラ
シ
λ
フ
オ
マ
ン
ヨ
シ

企
業
の
均
衡
さ
は
つ
ま
り
生
産
の
諸
撞
換
の
均
衡
で
あ
る
。
か
く
て
此
の
均
衡
の
諸
僚
件
を
決

企
業
の
均
衡

定
す
る
矯
め
に
は
、
生
産
者
の
行
動
線
に
最
さ
も
直
接
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
種
の
要
素
の
干
渉
の
仕
方
を
、
先
づ

吟
味
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夫
れ
は
生
産
係
敷
ご
生
産
費
ご
で
あ
る
。

E

・E

・
-
の
諸
分
量
を
、

末
々

M
A
F
σ
:
・
:
に
よ
り
て
、

f
r
・-:--P
♂

pi---
に
よ
り
て
表
は
す
さ
、
生
産
の
技
術
的
諮
僚
件
は
左
の
諸
定
型
の
第
二
種
の
聯
結
を
鳶

出
す
る
。

ト降、
H
H
R
Z
札
制
+
位
、
色
目
、
十
r
n
p
+
・・

礼
旬
、
H
H
F
L
hー十
r

L
噌
ー
十

F
N
R
V
+
・.

円四ミ
H
f《

Hrh+♂
弘
司

+
r
b
+
・

そ
う
し
て
現
賓
の
事
買
に
従
ふ
て
.

一
の
生
産
物
の
生
産
に
入
り
込
む
原
料
或
は
生
産
的
勤
勢
の
分
量
は
、
目

差
さ
れ
た
る
黙
に
蓮
す
る
矯
め
に
さ
ら
れ
る
径
か
ら
摘
立
す
る
ぜ
」
認
め
ら
れ
る
芝
、
業
等
の
方
程
式
は
積
分
し
得

ら
れ
、
又
其
の
酔
閣
に
於
て
諸
晶
理
教
じ
輿
へ
ら
れ
る
値
の
聞
の
確
定
せ
る
議
開
係
に
よ
り
て
、
取
り
換
へ
得
ら
れ
る
c

か
〈
て
生
産
の
技
術
的
傭
件
は
最
後
の
分
析
に
於
て
は
、
左
の
如
き
諸
方
程
式
仁
よ
り
て
表
は
さ
れ
る
さ
考
へ
得



dz
二、。。

A
'
 =
A
'
.
 +1':， 

(
X，

 
1"， 

Z，.，....) 

I!' =
Bら

+
F
b
(
X，

 
1"，

Z
，
…) 

f
Y
-
c
v
o
+
F
L
(
X，

Y
，Z，….. )

 

写
j
J
d;

，B;
，4

 
…
…

O
H

韻
宕
曜
何
度
お
艇

t
i
J
P

F10
凡
，

l心
…
.
~
~
}
K
宕
，

，
器
時
打
'
，
C
噴
出
二
!
♂
生

J

判
líG~さ

征
士
13E悔

や
4奇
心
事
、
9
置
舗
や
必
心
。

杓
手

当
(1
;c
1

 (t.y' 
({ z，

…
…
ロ
~

<lE;
'i軍事語

p
d

g，
bH，

C
M
7

・2
d
u
e

置
緩
や
今

ç;，~"r
~
1ト
干
-
~
~
己
撃
十
手
炉
内
り
ヤ
~
当

P
主
~
(
A
)
ベ
B)1

〈
的
)
-
…
-
E)
粧
〈
制
覇

AFJBF，
L
人

い
樹
gt

れ
J
5;;二

時
制
噸
奪

(X))
(Y)， 

(Z)
γ
・一
..G

純
令
制

X
，
Y
.
Z

，…
…
営
側
G
暑J\1Jf\日記:m~

j害
時
ヤ
心
。

日
ト
j;zdu+j:

叩
[α

ゐ
十

…u+
f

い
十f.

Y
b
y
d
y

トj:M
ト

(j'
=
(
l
u
+
 J>.ω

刊
dゐ
必
十fc仲什g〆州

州
d均
如v什卜[匂

萌直面融両
(やCω0山u

匂
d必
e
p刊)l"

0刀O吋
d
u山
c
t出
I
O
n吋)

(X舟)，
(Y町)，

(Z幻)
，ド.. …….一…….. …

~
当1
判鞘íQ

奇剖i樹
:
込
込
欝
判

L斗」
L忠ヒT包1

主￡二、心ο樫
E唱量

FやJ，Q
、.0切

科鞘(担制排1作t
Q
揮
E唱gQl悼只

E腫E
占ω
同

H孔
"

J
[
y，

 J["..... 
斗
い

t
1<<.韮~

(
A
)

，
(
B
)
，
 (の

p…・・・
e
世
瞳
必

JP
.，

 
Pb' p" 

"
 ・
・
斗
い

さ1
ヤ
'
yJ

ヤ
心
ヤ
c
J

t
d
x
矧
再
起
瑚
tZ

活
縦

揺
船
室
E製

漉
掛
自
1ERF2

量産矧
味
川
十

I
~梅

I
~
ギ

utll
録

g
[
1



1命

叢

数
率
的
経
済
事
の
論
理
的
構
治

第
三
十
一
審

九
i¥. 

第
二
放

四

♂
弘
前
日
(
可

a
f
+
3
r
+】

Q
n
J
+
:
:
)手

に
し
て
門
会
の
は

♂
門
会
H
(司

t
J
+』
q
s
S
十
』
cc

さ

Ti--)会

以
下
之
れ
に
準
十
る
。
ぞ
う
し
て
右
の
諸
方
程
式
は
積
分
し
得
ら
れ
る
さ
偲
定
し
、
且
つ
財
貨
(
斗
)
入
回

)a(3・
:

の
代
債
は
定
数
で
わ
る
さ
認
め
る
さ
、
生
産
物
(
同
)
・
(
同
)
、
(
N
)
1
i
の
諸
介
量
し
内
同
ド
:
:
の
生
産
品
管
』
戸
~
~
吉

b
N
a
-
-
:
・
は
、
各
生
産
係
数
は
只
夫
れ
が
聞
係
す
る
生
産
物
の
分
量
じ
の
み
依
存
す
る
ご
一
五
ふ
暇
説
仁
於
て
は
、
左

(1) 

l杉
u ~ ~-)去と

(;<) 

F F F 講
N ミ詰 t

J、ム生蓮
司可ー苧省、守 司 円 ;I'¥，

-T; 二に
さ♂よ

b 
T 
S処

ら
~1ン

る。

恒
し

h
a
h
p
-噌
h
N
t

・---は
h
p
E
U
N
e

る
も
の
で
あ
る
。

-
・
か
ら
濁
立
す
る

一
般
的
費
用
を
表
は
し
、

か
〈
て
左
の
等
式
を
満
足
す

]-ea+巴ミ十

=z十・
:
:
H
』
、
。
守
+
司
、
§
e
+
q
e
司
、
+
:

企
講
の
均
衡
技
術
的
必
然
の
事
貫
か
ら
、
又
財
政
的
必
然
の
事
貫
か
ら
、
企
業
家
に
課
せ
ら
れ
る
二
種
の
聯

結
の
諸
式
は
、
以
上
列
皐
せ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
今
企
業
の
均
衡
が
確
立
さ
れ
る
第
め
に
は
、
生
産
物
の



生
産
費
の
線
計
が
、
生
産
の
諸
費
用
の
総
計
に
均
し
-
き
も
の
で
あ
ら
お
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
は
明
確
で
あ
る
。
き
れ
ば

此
の
均
衡
の
決
定
を
成
就
す
る
矯
め
に
は
、
き
『
吉
に
確
立
さ
れ
た
諸
方
程
式
に
、
左
の
聞
係
を
附
加
す
れ
ば
可
い

の
で
あ
る
。

』
、
?
↑
吋
1
1
w
'ヤ
〔
判
明
》

2
0
H
H
-
F
十
『
『
司
十
コ
て
+
・

メ
レ
ト
は
生
産
均
衡
を
山
一
白
由
競
争
制
に
於
て
成
立
す
る
第
一
定
却
さ
、
向
調
占
制
に

於
て
成
立
す
る
第
二
定
型
さ
、
町
公
産
主
義
(
戒
は
集
産
主
義
)
制
に
於
て
成
立
す
る
第
三
定
型
さ
に
大
別
し
て
考

生
産
均
衡
の
一
-
一
定
型

究
し
て
居
る
が
、
此
慮
で
は
最
早
あ
ま
り
除
白
は
な
い
か
ら
、
只
第
一
定
型
の
極
一
般
を
遮
ベ
て
、
彼
の
生
産
均

衡
の
理
論
の
論
理
的
構
造
の
一
斑
を
示
す
じ
止
め
る
。

第
一
定
型

生
産
均
衡
の
第
一
定
型
の
諸
現
象
を
特
質
附
け
る
も
の
は
、
各
商
品
の
緯
量
に
封
し
て
の
み
な
ら

ゃ
、
更
に
均
衡
貼
に
達
せ
ら
れ
た
る
時
に
生
産
さ
れ
る
其
の
最
後
の
部
分
に
劃
し
て
も
亦
、
其
の
生
産
費
さ
責
債
さ

が
相
等
し
い
、
或
は
等
同
で
ゐ
る
ご
云
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
併
し
代
債
は
定
数
で
あ
る
考
へ
ら
れ
て
居
る
以
上
、
主
(

ヱ
ガ
リ
テ

等
二
つ
の
等
式
が
存
立
す
る
矯
め
に
は
、

一
般
的
費
用
は
存
在
し
な
い
ご
限
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
そ
う
し
て
此

の
仮
定
の
下
で
考
察
す
る
さ
、
消
費
者
の
均
衡
さ
、
企
業
の
均
衡
注
の
接
合
を
確
立
す
る
矯
め
に
は
、
吾
人
は
左

の
方
桂
式
を
使
用
す
る
の
で
ゐ
る
。

E曲

叢

数
畢
的
経
潜
撃
の
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

カ6

:h. 

第

;党

四
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準
的
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済
事
の
論
理
的
構
造
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四
四

M
円

H
H
F

(巴)

』
巳
匂
吋
日
=
句

』

Q
N
N
U
同

-N

し
同

+
M
J
M汁

!?MJhq十
:
a
a
u
』
「
+
コ
屯
+
コ
州
十
-

そ
う
し
て
企
業
は
、
夫
れ
が
消
費
者
に
皇
供
す
る

(3w(問
、
)
』
(
以
)
・
の
諸
分
量
を
精
密
じ
生
産
す
る
ぎ
暇

定
し
、
原
料
或
は
生
産
的
勤
勢
の
諸
分
量
を
、

L
a
b
u
h
J
-

唱
で
表
は
す
ざ
す
る
ご
、

一
方
に
於
て
は
消
費
者
の

珠
算
の
均
術
ば

与
吉
+
司
宮
+
手
+
・
・
-
N
H
+
与ミ
+
U
J
V
-
-

で
あ
る
こ
さ
含
意
味
し
、
他
方
に
於
て
は
企
業
の
均
衡
の
俸
件
は
、
左
の
聞
係
に
よ
り
て
表
は
さ
れ
る
。

h
d》
白
十
旬
、
M
M
a
+
ミ
ラ
+
:
:
-
H
}
『
旬
+
】
』
噌
+
F
ナ
:

エ
ガ
リ
ナ

か
く
て
上
の
等
式
は
左
の
等
式
を
誘
導
す
る
。

人
-
守
+
司
』
苦
十
円
吋
』
u
n
+
:
-
H
与
、
?
?
ア
句
j
y
F
+
ミ
ラ
+
;
:

今
諸
分
量
k
p
N
P
ロ
:
:
:
は
諸
分
量
A
J
b
y
q
u
・
-
・
:
-
よ
り
も
よ
h
大
で
あ
り
得
る
が
、
よ
り
小
で
あ
っ
て
は
な

ら
ぬ
ご
す
る
芝
、
上
の
等
式
は
左
の
諸
方
程
式
三
同
値
で
あ
る
。

R-

与、ー十
h
A
・
司
、
+
司
u
h話

可

H
内
山
伶
[
内

き
れ
ば
宕
の
諸
方
程
式
は
、
消
費
者
の
均
衡
の
諸
俸
件
を
表
は
す
諸
方
程
式
の
鴨
系
ご
、
企
業
の
均
衡
の
諸
俸



件
を
表
は
す
諸
方
程
式
の
瞳
系
さ
の
接
合
黙
を
、
明
確
に
構
成
す
る
も
の
に
し
て
、
か
〈
て
自
向
競
争
制
の
下
で

成
立
す
る
生
産
均
衡
の
決
定
の
問
題
を
解
く
矯
め
に
は
、
只
此
の
均
衡
が
依
存
す
る
盤
載
の
載
が
、
接
合
さ
れ
た
る

二
つ
の
鱒
系
の
諸
方
程
式
の
数
さ
、
相
等
し
い
こ
さ
を
示
せ
ば
可
い
の
で
あ
る
。
(
紺
恥
一
に
り
』
は
)

却
設
以
上
遁
ぺ
来
ち
し
ニ
さ
は
、
バ
レ
ト
の
複
雑
な
る
数
皐
的
鰹
梼
且
干
の
論
理
的
構
造
の
大
韓
上
の
輪
廓
を
一
ポ

し
、
叉
只
其
の
一
端
を
少
し
く
説
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
甚
忙
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
が
、
紙
教
の
都
合
上

夫
れ
以
上
に
詳
し
く
遁
ぺ
る
こ
さ
は
出
来
な
い
。
ぞ
う
し
て
衣
に
現
は
、
「
敷
率
的
粧
樺
皐
の
方
法
論
的
批
判
」
さ

題
す
る
一
一
論
文
守
本
雑
誌
じ
陥
載
し
て
、
主
ど
し
て
パ
レ
ト
の
数
略
的
経
憐
準
営
方
怯
論
仁
批
判
す
る
〕
ざ
に
よ

り
て
、
経
済
畠
を
始
め
一
切
の
枇
舎
科
皐
の
論
理
的
構
造
の
根
本
問
題
を
論
究
し
た
い
さ
思
ふ
。

E晶

叢

数
撃
的
経
潜
血
干
白
論
理
的
構
造

第
三
十
一
巻

O 
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